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【修士論文要旨】

十五世紀における守護・国人の権力構造とその展開
―遠江国を中心に―

内　藤　剛　暉＊

　本研究は、十五世紀から十六世紀初頭における遠江国の守護・守護代・在地領主について、そ
の政治的動向を明らかにし、歴史的意義を考察したものである。遠江の長禄・寛正年間の兵乱は、
従来、地方の一紛争としか見られていなかった。しかし、近年、守護斯波義敏と守護代甲斐氏と
の抗争が指摘されるようになった。筆者は、遠江においてもこの対立構造に含まれていることを
明らかにした。また、以上の時期は将軍義政の鎌倉府討伐（関東出兵）の時期とも重なり、東西
間で非常に緊張状態にあった。この点を含めて遠江の情勢を検討することで、他の斯波分国越前
や尾張とは異なる遠江独自の特色を明らかにした。
　第一章では、守護被官、在地領主の動向を考察した。先行研究では、単に寛正六年（1465）に
狩野介等に御料所を預け置かれたことのみが指摘されていたが、本研究で明らかにした、御料所
を預け置かれた意義とは、反幕府の最大勢力狩野氏の調略が義政の関東出兵には必須条件であっ
たこと、そして、長禄年間の義政の関東出兵構想（鎌倉府討伐）が寛正年間、およびそれ以降も
継続していたことである。【史料 1】
　第二章では、長禄・寛正年間（1457～ 1466）に遠江で発生した今川治部少輔の反乱について
考察した。従来、今川治部少輔の反乱は反幕府・反守護としての性格が指摘されていた。しかし、
反乱勢力の中には斯波義敏方の被官も参加していたと思われる。これは、前年から続く義敏と守
護代甲斐氏の対立が、遠江にも波及したものであったことを明らかにした。この時、義敏方とし
て活動した勢力が、応仁・文明の乱時にも東軍として義敏に付き従った。応仁・文明の乱時の派
閥は、すでに長禄年間より遠江において確認できることを明らかにした。【史料 2】
　第三章では、文正の政変以降の遠江について論じた。従来、文明年間以降は単に幕府・守護斯
波氏と駿河今川氏の領国紛争と見られていたが、本研究では、在地勢力の動向に注目し、改めて
駿河今川氏の遠江侵攻によって、文明年間までに形成された斯波氏と在地領主の関係が破綻し、
駿河今川氏と在地領主による新たな関係の構築が始まったことを論じた。その中でも、駿河今川
氏方に従った遠江本間氏の動向を探った。本間氏は奉公衆に準じる存在であったことを究明し、
他の奉公衆勝間田・横地氏とは異なる動向を確認した。勝間田・横地氏は駿河今川氏と敵対する。
このことから、本来、幕府に付き従う奉公衆のような勢力においても、この時期には、幕府・守
護斯波氏に味方する勢力と、遠江に新たな勢力を構築しようとする駿河今川氏に味方する勢力と

 ＊国際人類学研究科　博士前期課程

（ 1 ）



十五世紀における守護・国人の権力構造とその展開（内藤）24

に二分されていたことを明らかにした。【史料 3】
　このように、遠江の各勢力（遠江守護・遠江守護代・在地勢力）の動向には、各々の思惑のみ
ならず、越前および尾張の斯波氏、甲斐氏の動向、将軍、鎌倉・古河公方の各派閥の意向が強く
影響していたことを明らかにした。当該期の斯波氏と甲斐氏、幕府と鎌倉府の対立構造に挟まれ、
鎌倉府のある関東・東国に近いという遠江の立地状況が、在地社会に大きく影響を及ぼしていた
ことを、当地域の特色として論じた。

史料
【史料 1】『満済准后日記』永享 6年 12月 16日条（『静岡県史　資料編 6　中世二』、878頁）
　 十六日、晴、管

（細川持之）

領来臨、駿河狩野介・興津以下相
憑

二関東一、本間ト大森ト両人方へ、狩野・三浦・
進藤以下、以二連署一申二―遣使者僧一、於二伊豆国一駿

（今川範忠）

河守護被官者行逢、不事問召取、罷二―帰
駿河一了、仍彼連署状以下写レ之、去十四日到来了、此事可レ達二上聞一条、可レ為二何様一哉之由、
旁不レ可レ然旨、種々談合子細在レ之、為レ此云々、

　この史料の記述は、将軍足利義教の側近満済によるもので、幕府（義教）の支持する駿河守護
今川範忠と関東方（鎌倉公方足利持氏）が支持する狩野氏等の対立が見て取れる。上杉禅秀の乱
（応永 23年、1416年）以降、幕府と鎌倉府の対立は、より一層激化していた。

【史料 2】『経覚私要鈔』（『史料纂集』による。）文正元年 9月 11日条
　（前略）
　 一楠葉新右衛門尉元次午剋下着了、京都事此間風聞同篇也、但於二伊勢守一者遠江国没落、右
兵衛佐義俊同篇云々、

　（後略）

　史料によると、斯波義敏は、文正の政変後、伊勢守（伊勢貞親）とともに遠江へと落ち延びて
いる。没落先として遠江を選んだ理由は、長禄・寛正年間に作り上げた親義敏派勢力を頼ったた
めと考えられる。

【史料 3】「柴豊宗等連書請文」（「宝鏡寺文書」、『静岡県史　資料編 7　中世三』、16頁）
　 畏言上、抑御料所遠江国浅

（ 山 名 郡 ）

羽庄事、今度就被レ成二―下召符一致二参洛一、先規在様具令二言上一候了、
然間当庄之事、為二南

（足利義政娘聖俊）

御所様御直務一、年貢諸公事以下、於二御番衆三人中一、可二致取沙一之由、
任下被二仰出一之旨上、如二先規一厳重可レ致二其沙汰一、聊有二不法懈怠之義

〔儀〕

一者、一段可レ預二御
罪科一者也、仍言上如レ件、
　　　　　　文明十四年寅壬八月廿三日　　　　親

（渋谷右京亮）

重（花押）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季

（本間中務丞）

能（花押）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊
（柴兵庫助）

宗（花押）
　進上　南御所様御奉行所

　本間・渋谷・柴は、ともに遠江国にて勢力を保っていた在地勢力で、南御所領（足利義政娘聖
俊領）の代官職を請け負っている。南御所（比丘尼御所）は、将軍家との密接な関係を持っており、
現地の管理には奉公衆があてられることが多かった。【史料 3】には、本間氏等 3人が上洛し、「先
規在様具令言上候了」していることから、本間氏は、断定はできないまでも、奉公衆に近い存在
として位置づけができる。
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